
【直前1年間の産業廃棄物の⼀連の処理の⼯程】（令和２年４⽉〜令和３年３⽉） 令和3年4⽉１日現在
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L社管理型最終処分

受入量計
47,373㎥（100％）

処理前物保管量 80㎥
処理後物保管量 50㎥

破砕による減容率
18％

搬出量計
38,745㎥ 100％

ガラスくず
（石膏ボード） M社再生石膏粉

1,668㎥ 4％

H社安定型最終処分
3,550㎥ 9％

N社管理型最終処分
564㎥ 1％

K社安定型最終処分
I社選別・破砕・圧縮

5,120㎥ 13％

受
入

選別（土間）
47,373㎥

破砕
42,684㎥

D社焼却処理
757㎥ 2％

J社管理型最終処分

E社プラスチック原料
1,339㎥ 3％

F社製紙原料
940㎥ 2％

A社製鋼原料利用
3,749㎥ 10％

廃プラスチック類
紙くず B社発電用燃料利用

5,500㎥ 14％
木くず

15,203㎥（32％）
廃プラスチック類
8,703㎥（18％）

紙くず
1,166㎥（3％）

金属くず
4,574㎥（10％）

がれき類・ガラスくず
6,037㎥（13％）
建設系混合廃棄物
11,690㎥（25％）

C社発電用燃料利用
11,957㎥ 31％

G社再生路盤材
3,601㎥ 9％


